
　この度、天皇陛下からの御下賜金を、拝受致
しました。平成29年12月22日（金）大分県
庁にて伝達式が行われ、大分県知事広瀬勝貞様
から伝達書と御下賜金を頂戴しました。大木理
事長は「恐縮の至り。この栄誉に恥じぬよう一
層精進したい。」と謝辞を述べました。
　御下賜金は、例年、各都道府県及び各政令指
定都市より各１団体が選ばれ、12月23日の天
皇誕生日に合わせて、優良民間社会福祉事業施
設・団体に贈られています。
　当法人は、昭和33年４月29日、昭和36年
４月29日、昭和40年４月29日と、これまで
に３回の御下賜金を拝受しており、今回で４回
目となります。
　昭和60年には、現天皇・皇后両陛下が当法
人に行啓されました。

天皇陛下から
御下賜金を拝受

発行日

平成30年２月９日
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掲載内容

1 天皇陛下から御下賜金を拝受
2 祈願式・年始、決意表明
3 決意表明
4 施設見学・取材、研修　他
5 社会貢献活動　他
6 地域交流
7 福利厚生　他
8 寄贈、お知らせ
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　新年明けましておめでとうございます。
　平成30年を迎え、日出障がい福祉部を代表致しまして
ご挨拶をさせて頂きます。
　昨年は、九州北部豪雨で大分県にも多大な被害があり
ました。中でも県南地区での障がい福祉施設の被害は、
東日本大震災を思い起こさせ、福祉に身を置く者として
他人ごとではないと思いました。
　障がい福祉では、今年4月より、社会福祉法が一部改
正されることになり、社会福祉法人には、今まで以上に
公益性や非営利性の実現に、迫られることになります。
　国が「障がい者の地域生活支援」に沿って様々なサー
ビスの創設に向かう中で、このみのり村も、施設の強み

を活かした地域貢献
を推進していく事で、
もっと地域の方々に認
められるようになりた
いと思います。
　私がみのり村に入職
し10年が経ちます。そ
の間、通所施設、入所

施設と経験し様々な障がい者の方と接してきました。そ
の中で強く感じたことは、障がい者の方が地域の中に溶
け込んで行くのには、時間がかかるという事でした。自
立したくても受け入れのグループホームがない、就労し
たくても就職場所がない。障がい者一人ひとり個性があ
り特性が違うのに、社会では障がい者とひとくぎりにさ
れてしまいます。
　障がい者の個性を知って頂く事、入所施設を知って頂
く事、そこから共生社会はスタートすると考えます。「み
のり村は地域に必要だ。」「みのり学園があって良かっ
た。」と言って頂けるように、これからも、積極的に地
域行事などに参加し、地域の方々に理解して頂けるよう
に、努力したいと思います。
　そして、利用者の皆様はもちろんのこと、職員も笑顔
で過ごせるように、安心・安全で充実した生活ができる
ように、プロの支援員を目指し日々精進していきたいと
思います。皆様のご指導のほどよろしくお願い致します。
　最後に、みのり村の皆様が健康で、幸多き1年になり
ますことを願い、私の決意表明とさせていただきます。
　　平成30年1月3日

第２みのり学園　　　　　　
支援員　武田　ゆかり

　
今
年
一
年
の
村
の
安
全
を
願
い
、
み
の
り
村
正
法
寺
に
て
、
役

職
員
一
同
に
よ
る
新
年
の
祈
願
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
本
部
（
菩
提
樹
）
ホ
ー
ル
に
て
全
職
員
参
加
に
よ

る
年
始
を
開
催
し
ま
し
た
。
職
員
代
表
挨
拶
で
は
、各
拠
点
部
門（
日

出
、
杵
築
、
高
齢
者
）
か
ら
代
表
と
し
て
３
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
本

年
の
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
理
事
長
よ
り
、「
福
祉
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
社
会
福
祉
法
人
に
は

地
域
・
社
会
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
、
村
の
創
設
の
原
点

で
あ
る
『
み
の
り
の
精
神
（
こ
こ
ろ
） 〝
自
未
得
度
先
度
他
〞〝
尊
い
人
の
世
を
　
自
分
の
事
の
み
に

生
き
る
程
　
自
分
を
粗
末
に
し
て
は
な
ら
ぬ
〞』
に
立
ち
返
り
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
業
務
に
邁
進
し

て
頂
き
た
い
。』
と
年
頭
の
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
月
３
日
）

理事長　年頭挨拶

新年の祈願

祈
願
式
・
年
始

決
意
表
明

日出障がい福祉部

平
成
30
年
　新
年
祈
願
式
並
び
に
年
始

「
み
の
り
の
精
神（
こ
こ
ろ
）を
原
点
に
!!
」

 （2）第96号 み　の　り 平成30年（2018）２月９日



　新年明けましておめでとうございます。
　年頭にあたり、杵築障がい福祉部を代表致しまして、
新年のご挨拶をさせて頂きます。私がみのり村に入職し
ましたのは、平成20年4月。最初に菩提樹の介護員とし
て配属されました。その後白萩園で生活支援員として勤
務し、多くのご利用者様と関わりながら、沢山の経験を
させていただきました。現在は、しらはぎ障がい者生活
支援センターの相談支援専門員として勤務しておりま
す。
　さて、杵築市では、昨年度より、介護保険で実施して
いた地域ケア会議について、障がい・生活困窮・子育て
の困難事例についても適用し、実施しています。地域ケ

ア会議での事例検討
は、各専門職からの助
言を受け、新たな視点
を持ってご利用者様
と向き合うことがで
き、支援の方向性に
ついて見つめなおす
良い機会となってい

ます。困難事例の中には、家庭において複合的な課題を
抱える事例も多く、ライフステージに合わせての相談体
制・支援体制が求められており、行政、医療機関など他
職種との連携による支援が欠かせないと日々感じており
ます。
　また、障害者総合支援法が改正され、今年の4月より
施行されます。内容としては、「生活」と「就労」に対
する支援の一層の充実、高齢障がい者の介護保険サービ
スの円滑な利用を促進するための見直し、障がい児支援
のニーズ多様化へのきめ細かな対応、サービスの質の確
保・向上に向けた環境整備等があげられています。今後、
障がいのある方が地域で安心して生活することができる
よう、国が進めていくものと思います。
　私は、支援者の一人として、幅広い分野についての知
識を深め、障がいのある方やご家族の視点に立って関わ
る事を大切にし、信頼される相談員となれるよう努めて
いきたいと考えています。
　最後に、皆さまが健康で、笑顔の絶えない、素晴らし
い一年となることを願いまして、私の挨拶とさせていた
だきます。
　　平成30年1月3日

しらはぎ障がい者生活支援センター
相談支援専門員　後藤　晴美

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、お健やかに新春をお迎えのこ
とと存じます。僭越ではございますが、年頭にあたり高
齢者福祉部を代表してご挨拶を申し上げます。
　昨年は、九州全土に豪雨が続き、大分県にも大きな被
害が発生しました。特に記録的な豪雨に見舞われた日田
市ではいまだ復興の最中です。只々一刻も早い復興を祈
るばかりです。
　私がみのり村に入職させて頂いたのは平成11年。今年
で18年目を迎えます。入職時より特別養護老人ホーム菩
提樹の一職員として人生の先輩であるご利用者の方々の
お世話をさせていただいております。当時は「多床室、
共同部屋の集団処遇」でしたが、平成20年度より「個室
ユニットケア」へ大きく転換しました。クオリティーオ
ブライフ重視の観点から、ユニット型の特別養護老人
ホームの存在意義はますます増大しています。
　また、入職したころはお元気なご利用者の方ばかりで
したが、平成27年度の法改正により入所基準が要介護３
以上となりご利用者の重度化が進んでいます。それに伴
いベットから車椅子へ、車椅子からベットへの移乗介助、
中腰の姿勢でご利用者を支える入浴介助など職員の負担
が増しています。特に介護の業務では腰に負担がかかる
作業が多く、職員の中には腰痛をおして業務を行ってい
る者もいます。近年、介護ロボットの研究開発が国の後
押しもあり盛んになってきています。高齢者福祉部でも、
昨年度、介護ロボット「ＨＡＬ」を導入して頂きました。
「ＨＡＬ」とは、職員の体に装着し、脳から筋肉へ発信

される「生体電位信号」
を読み取り、介護者の
動きに合わせて自動的
に作業をアシストして
くれるロボットです。
現在は２台の「ＨＡＬ」
を運用しています。県
内施設でもいち早く菩
提樹に導入され、昨年
１月には行政関係者や事業関係者をお招きし、お披露目
式を致しました。メディアにも取り上げられ、「菩提樹」
を知って頂く機会となり、私たちにとっての誇りにも
なっています。
　このように高齢者福祉の現場は日進月歩であり、われ
われ職員もその時流に乗り遅れることなく、前進する必
要があります。しかし、福祉に携わる者の根底にあるべ
きはただ一つ、それは人間の尊厳です。菩提樹の基本方
針である「私たちは利用者の皆様に安心、安全で居心地
のいい空間を創造し、個人の尊厳に配慮した快適で上質
なサービスを提供します。」の言葉を胸に、日々の努力
を惜しまず業務に一層励みたいと思います。
　最後になりましたが大木理事長をはじめ皆様のご指導
のもと仕事に励みご利用者の皆様から「菩提樹へ入所し
てよかった」と言って頂けるようにサービスの質の向上
に努めてまいりたいと思います。皆さまにとって希望あ
ふれる一年となりますよう、心からお祈り申し上げ、年
頭のご挨拶とさせて頂きます。　
　　平成30年１月３日
　　　　　　　　　　　　特別養護老人ホーム菩提樹

ケアワーカー　　鈴木　穂

杵築障がい福祉部 決
意
表
明

高 齢 者 福 祉 部
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　厚生労働省職業安定局、雇
用開発部高齢者雇用対策課の
課長補佐、山下禎博様がお越
しになりました。(10月19日)

　
大
分
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
が
主
催
す

る
高
齢
者
福
祉
施
設
等
実
践
研
究
大
会
が
レ

ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
事
業
者
の
実
践
活
動
を

発
表
し
、
共
に
学
び
、
社
会
に
発
信
す
る
大

会
で
す
。

　
高
齢
者
福
祉
部
か
ら
２
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
菩
提
樹
の

後
藤
・
粟
田
チ
ー
ム
の
テ
ー
マ
は
「
オ
リ
ゴ

糖
を
活
用
し
て
自
然
排
便
を
目
指
す
」。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
大
畑
・
大
谷
チ
ー

ム
は
「
せ
ん
! !
〜
一
歩
前
へ
〜
閉
じ
こ
も
り

を
防
止
し
、
社
会
参
加
を
促
す
〜
」
で
し

た
。
発
表
に
至

る
ま
で
、
多
く

の
方
々
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き

福
祉
に
関
す
る

知
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
後
さ
ら
に

サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
ま

す
。

  （
10
月
26
日
）

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
菩
提
樹
に

東
部
保
健
所
衛
生
課
の
講
師
を
お
招

き
し
、
ス
タ
ッ
フ
27
名
が
食
品
衛
生

の
知
識
や
食
中
毒
に
つ
い
て
講
習
を

受
け
ま
し
た
。

　「
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
。」で

は
な
く
、「
症
状
が
な
く
て
も
ウ
ィ
ル

ス
を
も
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
意
識
し
、
感
染
症
予

防
の
徹
底
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
12
月
５
日
）

　1955年以来、62年間社会福祉の専門紙と
して創刊している「株式会社福祉新聞社」
の取材を受けました。　　　　(11月17日)

　
発
達
障
が
い
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護

者
及
び
日
出
町
子
育
て
支
援
課
か
ら
10
名
の
方

が
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
『
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
「
誠
」』
で
取
り
組
ん
で
い
る
６

次
産
業
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
ご
利
用
者
の
特
性
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（

10
月
20
日
）

　
杵
築
障
が
い
福
祉
部
と
日
出
障
が
い

福
祉
部
、
高
齢
者
福
祉
部
に
そ
れ
ぞ
れ

杵
築
日
出
警
察
署
の
署
員
の
方
を
お
迎

え
し
、講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
は
年
間
約
90
万
件
あ
り
１

分
間
に
1.8
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
７
割
は
高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故

で
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
運
転
を
す
る
責
任
を
改
め
て
見
つ
め
直

し
、
今
後
も
交
通
安
全
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

厚生労働省より来訪

平成29年度
大
分
県
高
齢
者
福
祉
施
設
等

実
践
研
究
大
会
に
参
加

食
品
衛
生
講
習
会

福祉新聞社 取材

えむほガーデンを見学

理事長と談笑　12月９日

挨拶をする大木老施協会長後藤・粟田チームの発表

実技を通しての学習 菩提樹在宅支援課での講義

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー「
誠
」の

６
次
産
業
を
見
学

首相補佐官
衛藤晟一様

交
通
講
話

施
設
見
学
・
取
材

研
修
・
研
究
大
会

　
み
の
り
村
本
部
研
修
室
に
て
、

管
理
者
を
対
象
に
管
理
実
務
者
研

修
を
開
催
し
ま
し
た
。
福
祉
を
取

り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
共
通
理
解

を
図
り
、
職
場
で
の
ス
タ
ッ
フ
指

導
・
管
理
の
学
習
を
し
ま
し
た
。

（
12
月
11
日
）

管
理
者
向
け

実
務
研
修
を
実
施

グループワークでの意見交換

高年齢者雇用の様子を見学
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　みのり村全施設で総合防災訓練が、消防署
の指導のもと、実施されました。９月20日（水）
特別養護老人ホーム菩提樹では、水害を想定
して、放水訓練、要救助者救出などの訓練を
実施し、救命講習を受け心肺蘇生などの応急
手当て訓練を行いました。
　杵築障がい福祉部は９月27日（水）、日出
障がい福祉部では11月24日（金）、地震発生
時の火災を想定して、初期消火訓練や炊き出
し訓練などを行いました。
　各施設、重度化や高齢化が進む中、非常時
の避難は大きな課題です。全職員が協力して、
積極的に訓練に参加しております。

災害に備えて訓練

救命講習(特養菩提樹） 炊き出し訓練（杵築障がい福祉部）

放水訓練（特養菩提樹）要救助者救出（特養菩提樹）

社
会
貢
献
活
動

ご
利
用
者
の
「
安
心
・
安
全
」

　大分県津久見市、佐伯市に上陸した台風18号による豪雨は、
流木のため橋が寸断されたり、道路が冠水したり甚大な被害
を出しました。
　「大分県社会福祉施設等災害時相互応援協定」に基づき、
津久見市の障がい福祉サービス事業所にスタッフ２名が災害
復旧のサポートへ向かいました。

　社会貢献活動推進協議会が発行する事例集に、「みのり
村の十日市」と菩提樹まちかど交流サロン「福ろう」が掲
載されました。

　法人本部（杵築市日野）前の国道213号線沿いで、
交通安全街頭指導を行いました。
　朝夕の交通量が増える時間帯に合わせ、２日間で
延べ44名がドライバーの皆さまに安全を呼びかけま
した。今後も、「おこさず　あわず　事故ゼロ」を
目指し、交通ルールの遵守と呼びかけを取り組んで
参ります。　

　　　　　　　　　　　　(12月15日､ 20日)

台風18号豪雨災害に職員派遣

おおいた
冬の事故ゼロ運動 参加 !!

濁流による被害 派遣に向かったスタッフ２名

朝の街頭指導

社会福祉法人の社会貢献活動
事例集に掲載されました。

VOL1 VOL2

 （5）第96号 み　の　り 平成30年（2018）２月９日



　
障
が
い
者
作
品
展
は
、
障
が
い
者
の
芸
術
・
文
化
活
動

へ
の
参
加
を
通
じ
、
生
活
を
豊
か
に
し
、
障
が
い
者
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
頂
く
展
示
会
で
す
。
当
法
人
か
ら
書

道
や
機
織
り
ク
ラ
ブ
の
作
品
を
出
展
し
ま
し
た
。
日
頃
の

成
果
や
丹
精
込
め
た
作
品
を
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。
　

（
11
月
10
日
〜
11
月
12
日
）

　
当
日
は
、
台
風
21
号
の
影
響
で
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
施
設
、

屋
内
で
の
「
ふ
れ
あ
い
体
育
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
競
技
が
始
ま
る
と
、
声
援
や
拍
手
、
た
く
さ
ん
の
笑
い
声
が
会
場
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。
会
場
全
体
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
台
風
を
吹
き
飛
ば
す
勢
い
で
し
た
。

　

　

（
10
月
21
日
）

　
秋
晴
れ
の
空
が
広
が

る
中
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
菩
提
樹
が
企
画

し
た
「
お
芋
を
い
っ
ぱ

い
食
べ
よ
う
会
」
を
開

き
ま
し
た
。
元
気
い
っ

ぱ
い
の
小
学
生
と
そ
の

ご
家
族
、
障
が
い
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ご
利

用
者
な
ど
多
く
の
参
加

者
が
芋
ほ
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
収
穫
し
た
お
芋
に
舌
鼓
を
う
ち
、
ゲ
ー

ム
に
参
加
し
、
全
員
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　（
11
月
18
日
）

　
大
分
市
や
周
辺
自
治
体
の
農
林
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
大
分
マ
ル
シ
ェ
」
が
大
分
い
こ
い
の

道
芝
生
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
み
の
り
ス
マ
イ
ル
が
出
店
し
、
ブ
ー
ス

に
は
野
菜
や
漬
物
な
ど
が
並
び
、
皆
様
、
袋
い
っ
ぱ

い
に
購
入
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　  （
11
月
11
日
）

　
小
春
日
和
の
師
走
の
空
の
下
、
杵
築
障
が

い
福
祉
部
い
ち
押
し
工
房
に
て
餅
つ
き
を
行

い
、「
よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
〝
杵

の
音
〞
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　
野
田
区
長
を
は
じ
め
、野
田
区
民
生
委
員
、

野
田
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
で
、
長
年
続
く
年
末
恒
例
の
法
人
行

事
で
す
。時
折
、

臼
の
縁
を
つ
く

鈍
い
音
と
黄
色

い
歓
声
が
交
錯

し
、
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

（
12
月
27
日
）

第
66
回 

み
の
り
村
ふ
れ
あ
い
体
育
祭

山
香
ふ
る
さ
と
祭
り

障
が
い
者
作
品
展
に
出
展

「
竹
の
子
ク
ラ
ブ
」の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
会

お
お
い
た
マ
ル
シ
ェ
出
店

元
気
に
ぺ
っ
た
ん
こ
、

餅
つ
き
大
会
!!

日出障がい福祉部

地域の方々とゲームで交流

青空のもと、出店

よいしょ　よいしょ

杵築障がい福祉部

高齢者福祉部

地
域
交
流

杵築市立
八坂小学校

　
み
の
り
村
作
品
展
を
11
月
29
日
㈬

か
ら
12
月
３
日
㈰
の
５
日
間
、
大
分

市
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し

た
。
観
覧
者
の
皆
さ
ま
に
は
絵
画
や

陶
芸
、
書
道
な
ど
個
性
光
る
作
品
が

並
ぶ
空
間
に
入
る
と
、
純
粋
で
無
垢

な
世
界
観
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。
期
間
中
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
お
越
し
頂
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

書道クラブの作品真剣に観覧する皆さま

テーマ「扉をひらいて下さい　想いを形に…」

第
13
回

み
の
り
村
作
品
展

 

き
ら
め
く
個
性
!!
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大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
、
チ
ー
ム

「
み
の
り
」
の
ス
タ
ッ
フ
13
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
県
内
の
代

表
５
チ
ー
ム
で
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
、会
場
は
大
興
奮
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
２
月
は
県
大
会
へ
参
加
し

ま
す
。

ナイス　アタック!!

ベルターを使いストレッチ（杵築障がい福祉部）

ベルを使って足上げ運動（高齢者福祉部）

皆でピース!!

表彰者の皆さま

大分合同新聞　平成29年12月25日掲載

社会保険ミニバレーボール大会 出場３Ｂ体操でスタッフの健康増進！！

祝　永年勤続者表彰
　第66回みのり村創立記念日に永年勤続者表彰を行い、理事長より感謝状と記念品が贈呈されました。表彰者を代
表して清水道祐支援員（みのりスマイル所属）が謝辞を述べました。　　　　　　　　　　　　　　　　（12月８日）

福
利
厚
生

60
歳
以
上

勤続 氏名 所属
40年 清水　道祐 みのりスマイル
30年 矢野　春子 「風と樹々と空と」

20年
阿部　典子 白百合園
阿部　道代 白萩園
佐藤　洋子 みのりスマイル

10年
洞　かず子 菩提樹
土田久美子 白萩園

60
歳
未
満

勤続 氏名 所属
40年 内村　嘉裕 白萩園
30年 宮崎　　藤 第２みのり学園

10年

冨山　純映 菩提樹
加口　亜衣 菩提樹
佐藤あゆみ 白萩園
瞰野　亜希 みのりスマイル

　
公
益
社
団
法
人
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
の
ご

協
力
の
も
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
福
利
厚
生
の
一

環
と
し
て
３
Ｂ
体
操
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
３
Ｂ
体
操
は
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
（
ク
ッ
シ
ョ

ン
）、
ベ
ル
タ
ー
（
伸
縮
ゴ
ム
）
の
三
つ
の

補
助
具
を
使
う
健
康
体
操
で
年
齢
を
問
わ
ず

楽
し
め
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
最
初
は
少
し
気
恥
ず

か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
、

良
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
ま
し
た
。」
と

の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

ボール運動（日出障がい福祉部）
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障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー「
誠
」

に
新
し
い
コ
ン
バ
イ
ン
を
購

入
し
ま
し
た
。（

10
月
26
日
）

　
障
が
い

の
あ
る
人

の
芸
術
展

「
平
成
29

年
度  

第

22
回
大
分

県
と
き
め

き
作
品

展
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
書
の
部
で

白
萩
園
岩
下
文
雄
さ
ん
の
作
品
が
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
12
月
３
日
）

編集後記

編集・発行／本部総務人事課

〒873-0013
大分県杵築市大字日野1921の7
TEL　0978-66-1200
FAX　0978-62-2974
URL　http://www.minorimura.or.jp/
メール　info@minorimura.or.jp

※写真掲載等には、
　ご本人の了解を得ております。

■ 特別養護老人ホーム 菩提樹（個室ユニット）
■ ショートステイ事業
■ 菩提樹デイ「風と樹々と空と」
■ ケアプランセンター ぼだいじゅ
■ ホームヘルパーステーション ぼだいじゅ
■ 配食サービス
■ 在宅介護支援センター ぼだいじゅ
■ えむほ ガーデン（Café ｍ・歩っ・えん）
■ 障がい児入所施設 第1みのり学園
■ 児童発達支援センター「プリンちゃん」
■ 障がい者支援施設 第2みのり学園
■ 障がい者支援施設 白百合園
■ みのりスマイル（就労）
■ 総合相談支援　Ｍ・プラザ　ＨＩＪＩ
■ 障がい者支援施設 白萩園
■ ワークセンター「誠」（就労）
■ みのり村 いち押し工房
■ グループホーム みのり村
■ 総合相談支援　Ｍ・プラザ　ＫＩＴＵＫＩ
■ みのり村介護・福祉タクシー
■ 菩提樹まちかど交流サロン「福ろう」
■ 認知症カフェ ふくろう茶屋

総合福祉ケアサポートセンター
みのり村

障がい児から就労、そして
老後までの安心トータルサポート

　
全
労
済
大
分
推
進
本
部
の
社
会
貢
献

事
業
の
一
環
で
、
絵
本
や
図
鑑
な
ど
の

図
書
25
冊
を
「
プ
リ
ン
ち
ゃ
ん
」
に
寄

贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。
代
表
の
村
田
正

利
本
部
長
様
よ
り
目
録
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
12
月
８
日
）

　
み
の
り
村
保
護
者

会
よ
り
、
み
の
り
村

児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
「
プ
リ
ン
ち
ゃ

ん
」
の
新
築
の
お
祝

い
に
、
ス
ヌ
ー
ズ
レ

ン
室
の
照
明
「
ミ
ル

キ
ー
ウ
ェ
イ
・
ダ
ブ

ル
」
と
「
ジ
ュ
ピ

タ
ー
・
リ
ト

ル
」
を
頂
き

ま
し
た
。

（
10
月
21
日
）

色の変化でリラックス

安全を祈願しました

大
賞
作
品

表彰される岩下文雄さん

　年が明けて、あっという間に１ヶ月が
経ちました。昨年を振り返ると、『将棋
藤井４段の活躍、上野動物園パンダ「シャ
ンシャン」誕生。』などさまざまな出来
事がありました。
　2018 年の干支である「戌」の特徴は、
「勤勉で努力家」。地道に努力する当法人
の風土とマッチングした年であります。
今年もまたみのり村広報誌が、皆さま方
に末長くご愛読して
いただけるよう頑張
りたいと思います。
今後ともよろしく
お願い致します。

（広報担当）

寄
贈

　
杵
築
市

役
所
本
庁

舎
に
て
、

「
狩
宿
里

海
・
里
山

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の

代
表
神
鳥
一
様
か
ら
柚
子
を
頂
き

ま
し
た
。そ
の
柚
子
で
冬
至
の
日
、

柚
子
湯
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　（
12
月
19
日
）

　「
小
さ

な
親
切
」

運
動
杵
築

市
支
部
様

よ
り
、
未

使
用
タ
オ

ル
を
菩
提

樹
に
寄
贈
し
て
頂
き

ま
し
た
。（12

月
11
日
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
菩
提
樹
へ 

心
温
ま
る
贈
り
物
!!

「
プ
リ
ン
ち
ゃ
ん
」
へ 

書
籍
の
寄
贈
!!

み
の
り
村
保
護
者
会
様
よ
り

記
念
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

柚
子
湯
で
厄
払
い
!!

コ
ン
バ
イ
ン

安
全
祈
願

と
き
め
き
大
賞 

受
賞

お
知
ら
せ

保護者会川田会長様よりいただきました

ジュピターリトルと
ミルキーウェイ

大分合同新聞
平成29年12月13日掲載

たくさんの
タオルを
いただきました

爽やかな香りに包まれる

 （8）第96号 み　の　り 平成30年（2018）２月９日


